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「ふくいチャレンジャー応援事業」

若者へのチャレンジ応援を
福井の文化に！

福井県庁 知事公室

チャレンジ応援ディレクター

Challenge Ouen Director（COD）

寺井 優介

チャレンジ応援チームメンバー



令和３年度から創設された新しいポスト(現在5年目)

令和３年３月 知事記者会見

縁結び応援G県民協働課長

県民・若者活動支援Ｇ

チャレンジ応援ディレクター（COD）

チャレンジ応援チーム（COT）

「課長相当」の業務
・県庁外の若者などと県代表として調整
・業務を進める上で、部下（チーム員）を持つ
・関係課の課長と対等にやりとり
・知事からの特命により行動

組織図
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・県内の若者のチャレンジを応援

・県内の“ワクワクドキドキ”を情報発信

知事

チャレンジ応援ディレクターの役割

【ミッション】
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課 名 チーム員 協働内容
チャレンジ応援アシスタント
ディレクター（COA）

木林 達也 来年度からチャレンジ応援ディレクター、今年度はCODを補佐

チャレンジ応援
コーディネーター（COC）

塚原・多田・松田 若者チャレンジ応援を専属で実施（地域おこし協力隊）

大学私学課 今村 美吹 県内大学との連携

広報広聴課 大北 利之 Youtube、広報ツールを活用した情報発信

人事課 河合 義文 Life Style Shiftとの連携

未来戦略課 塚田 長嗣 長期ビジョンとの連携

誘客推進課 辻村 知哉 ジュラチックの活用

誘客推進課 前川 研一 県外に向けた情報発信

定住交流課 兵田 健太 地域おこし協力隊との連携

文化課 前田 幸大 文化事業者等の地域づくり人材の発掘

スポーツ課 観 心平 スポーツ関係の地域づくり人材の発掘

商業・市場開拓課 白崎 貴将 商店街等の地域つくり人材の発掘

商業・市場開拓課 澤田 健太朗 伝統工芸、新産業関係の地域づくり人材の発掘

インバウンド交流課 清川 将平 海外に向けた情報発信

園芸振興課 持田 弦輝 農業者等の地域づくり人材の発掘

チャレンジ応援チーム員（１７名）の役割



チャレンジ応援ディレクター（COD）＋チャレンジ応援チーム員

メディア［全国、地方］
（テレビ、新聞、雑誌等）

福井のおもしろい人・
場所・モノを取材したい

こんな福井を
取材してほしい

県内の若者プレーヤー（39歳以下）
「ふくいチャレンジャー」

県・市町
企業
（COE）

若者
（チャレンジャー）

県とおもしろいことを
しましょう

県にこんな応援を
してほしい

こんな面白い人がいます！
事業に関わってくれそう
な人を紹介してほしい！

○プレーヤーと県・市町やメディア
をつなぐハブとしての役割
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チャレンジ応援チームの役割

①県内の地域活動を行う若者など（ふくいチャレンジャー）のチャレンジ応援

②県内の「ワクワクドキドキ」を発信

・プレーヤーの発掘・リスト化、プレーヤーと関係機関とのコーディネート等

・県内の「ワクワクドキドキ」をメディアを活用して発信・メディアのニーズの把握

○プレーヤー同士のマッチング



・県内で活躍または活躍したいと考えている若者「ふくいチャレンジャー」を発掘→取材→情報発信

・「チャレンジ応援チーム」のInstagram、Facebook、TikTok、Youtubeで若者の活動を紹介

・CODのラジオ番組などのレギュラーコーナーで若者の活動を紹介

・「ふくいチャレンジャー」同士のマッチングを実施

（１）ふくいチャレンジャーの発掘・応援

SNSでの情報発信 CODレギュラーコーナー

〇FM福井

「福井県庁・寺井CODのとんがろう福井人」

〇ふーぽ

「寺井CODの福井とんがり紀行」

〇NEWSふくい

「CODがお届け！とんがろう！ふくい人」

COTのInstagram、TikTok、Facebook
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（２）「エキセントリック・カレッジふくい」の開校

地域チャレンジを応援する実験的カルチャースクール

・３年間で約１００名（高校生～３９歳）が卒業。福井の

 未来を担う人材育成を実施。今年度は３７名が受講中

・学長：杉本知事

統括ディレクター：寺井優介 コーディネーター：松原ゆう

サブコーディネーター：塚原康平

【卒業生のその後の活動】

・タレント事務所「MiLC Agent」設立

・コントユニット「たすさん（＋３）」結成

・高校生がNPO法人「福井SMILEアクティ部」創設

・大学生がベンチャー企業「（㈱）サーモ」設立

・卒業生同士によるイベント実施・映像制作など 多数

・高橋愛、パックン、福井のカズさん、乙武洋匡、新山直広、

裕夢、 五十嵐裕子 などによる豪華講師陣による講義
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若者が気軽に寄れるユースセンター「こみかる ユース福井」をショッピングセンターなどに設立

（３）若者の居場所「こみかる ユースふくい」設立

大野こみかるエルパこみかる こみかるご飯会

・２２歳以下の若者を対象にした、学校の先生や親以外の頼れる大人たちに悩み事や挑戦したいこ

とを相談できる居場所です。

・福井市のエルパ、大野市のVIOで週１回開催するほか、県内７ヵ所で実施中

〇「こみかる」ってどんなところ？

ナース、経営者、高校生、大学生、教育関係者
など多様なメンバーが運営に参画

エルパでは月に１回５００円分の食事券を補助し
こどもと大人で交流を深めます

大野こみかるの初回ではショッピングセンターで
どんなことがしたいかワークショップを開催
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（４）アプリ「福井県若者情報発信局」の制作

福井の魅力再発見アプリ「福井県若者情報発信局」

・福井がもっと好きになる「最新の若者情報」や福井の知ら

なかった魅力に迫る「地元企業の就職情報」を掲載。

民間企業と協働して開発・運営しており県予算ゼロ

①イベント情報

若者向け・若者主催のイベント情報を掲載。集客やスポ

ンサー募集に利用可能

②若者紹介

福井で活動を行っている若者の情報を掲載。新たな

出会いによってシナジーを創出

③企業情報

若者と福井の企業が繋がれるよう、企業情報を掲載。

県内企業への就職を促進



（５）チャレンジ応援エグゼクティブ（COE）・チャレンジ登りゅう門

【チャレンジ応援エグゼクティブ（COE）】

若者のチャレンジを資金提供などで応援する企業の経営

者をCOEとして任命（現在１２名）

【チャレンジ登りゅう門）】

・福井県でチャレンジしたいプランを持っている若者が

COEに対してプレゼンを実施

・COEはプレゼンを聞いて応援したいプランに資金提供、

 場やモノの提供、情報発信などの応援を実施

【第１回開催結果】

・女性の居場所設置事業にCOE３名から資金提供

・自然体験事業をCOE企業と連携して実施

・COE企業からベンチャー企業に仕事を発注

杉本知事とCOEの皆さん

チャレンジ登りゅう門の様子
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〇若者をターゲットにした定期的なイベントを福井県内で開催

→チャレンジ応援文化祭、チャレンジ応援フェス、チャレンジ応援相談室など年間２０件以上

〇首都圏在住で福井県出身の若者を集めたイベントを開催 

→福井ディスカバリーナイト、福井×東京ユースナイト、PotLuckBar など

〇若者主体のイベントをサポート（福井SMILEアクティ部、敦賀北小お化け屋敷など）

（６）若者を対象にしたイベントの実施

COD主催イベント 若者主体イベント

福井SMILEアクティ部の交流会チャレンジ応援文化祭
【県内】

東京での若者を集めた交流会
【県外】
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若者へのチャレンジ応援を
福井の文化に！



12

連 絡 先

福井県 知事公室

チャレンジ応援ディレクター（COD）

寺 井  優 介

〒910-8580
福井市大手３丁目１７－１
TEL 0776-20-0237
Mail y-terai-kc@pref.fukui.lg.jp

総フォロワー約２万人
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